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「中国問題」をどう考えるべきか
日程：２００８年６月２１日（土）
場所：国士舘大学梅ヶ丘校舎　B２０４教室
講師：莫 邦富（作家・ジャーナリスト）
ＡＪフォーラム１３
本日は率直にお話をさせていただきたいと思っています。何故わざわざ「率直」というかという
と、以前ならもっと包み隠さずお話ができたのですが、最近の日本はだんだんシャイになってきた
のか、胸襟を開いて批判意見を聞く度胸、そういう精神が昔より少なくなっているような気がする
からです。おこがましいかもしれませんが、私は日中の橋渡し役をしてきたと長い間自負しており
ました。しかし最近は日本と中国という二つの板の板ばさみにされているように感じています。日
本で中国に対する指摘に反論すると、あなたは中国人だから中国政府の味方をする、といわれたり
します。一方中国に行くと、私は日本でお金をもらっているから日本の肩を持たざるをえないと批
判されます。まるで文革時代のつるし上げにあっているようでもあります。それでも日本語を専門
とし、日中問題に取り組むことを人生の中心に据えた以上、これは自分の宿命だと思うことにして、
私個人の快適さを追い求めるのではなく、発言すべきときにはするという趣旨で、日々の仕事をし
ています。
日中関係というのは常に大きな課題でした。私は１９７３年に日本語を独学で始めたのですが、こ
こ１０年くらいは政治的な発言を求められることが多く、自分でも勉強や検証を重ねてきました。
１９９８年上海で日中関係について講演をする機会を得たのですが、そのときこれから２０年間、日
中関係は良くならないという話をしたんですね。そのときの風潮は早めに解決できるだろうという
見方が支配的だったものですから、質疑応答の際に猛烈な反対にあいました。でも、私は今でも同
じように見ています。今日はそのことを、データや取材体験を通してお話したいと思います。
日中間の変化
２００５年に行われた日米中高校生を対象にしたアンケートに、自分の将来は明るいと考えるかと
いう項目がありました。日本は２４％、アメリカは４６％、中国は３４％がイエスと答えている。日
本は自分の将来が有望だと考えている数が一番少ないということですね。しかし、ほとんど勉強し
ないか、という質問には、日本が４５％、アメリカは１５％、中国は８％がハイと回答していました。
日本の大学生はおそらく主要国家の中で一番勉強していない学生だろうと思っています。日中関係
を語るにしても、日本の学生はもっと勉強しないとその資格がなくなってしまうのではないでしょ
うか。
もうひとつデータがありまして、それは日中間の国力の変化です。今年は中国の改革開放３０周
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年です。３０年前の中国というのは、文化大革命が終わったあとで経済は崩壊寸前でした。このま
までは国の「地球籍」が抹消されるという危機意識が高まり、やはり近代化をしなければと、１９
７８年に改革開放が始まりました。このときのＧＤＰはわずか１,４７３億ドルでした。２００７年は３兆
４千１００億、１９７８年の２３倍になります。ほかのデータですが、１９９０年中国のＧＤＰは日本の九
分の一でした。２００６年には２兆５千億ドル、これは日本の二分の一以上です。中国はすぐにドイ
ツを越して世界第三位の国になるでしょう。
経済的な評価は、中国内部の政治的なスローガンを見てもわかります。「地球籍の抹消」の次は
「窓を開けて世界を見よう」。中国は外国企業の誘致に力を入れ、長江デルタなどをつくり、やがて
世界の工場、世界の市場となりました。その経済モデルにも限界がきまして、今は「創新」、「ノベ
ーション」、新しいものを作り出す方向に変わってきています。中国企業の海外進出も始まりまし
た。そうして中国が力を増せば、ほかの国々は警戒します。そこで「平和的台頭」を主張しました
が、そのなかでも「台頭」という言葉が注目され、中国は世界の厳しいまなざしにさらされていま
す。
中国国内の国民意識も変わりました。政府もその変化に対応し、胡錦濤時代には、「国民を大事
にする」という方針を打ち出しています。それまでは共産党という組織が第一だったことを考えれ
ば、中国も変わりつつあるのです。先日東シナ海のガス田についての合意が日中間でありましたが、
これについては中国の国民はほとんどが反対しています。それで首相はインターネットで国民と対
話するという姿勢を見せなければならなくなったのですが、こんなことは今まで考えられなかった
のです。けれども今の中国は、国民の了解・支持を集めないと、指導者の意思だけでは治められな
い社会になっているのです。これは経済でも同じです。資源浪費型など従来のモデルを改善し、持
続可能な発展を促さなければならない。
こういう日中間の力の移り変わりはアジアにどのような変化をもたらしているのでしょうか。こ
れまでのアジアは一強でした。ひとつの強大国がアジアを牽引していた。人文字を作るかのように
飛ぶ秋の雁のごとく、近代になってからは日本が率いていたわけです。中国は大きく重く遅い雁で
した。けれどもその雁も筋肉をつけてきて、アジアは二強時代、三強時代を迎えようとしています。
先ほどこれから２０年日中関係は良くならないだろうと申しましたが、その理由もここにあります。
二強時代を迎えつつあるにも関わらず、日本も中国も発想としてはどちらも一強時代のままなので
す。相手が強くなれば自分の力が抑えられてしまうと思っている。二強時代は、両方とも勝ち残れ
る新しい戦略を考えなければだめなのです。それなのに日本は中国を脅威と見続け、一方で中国も
発展を遂げた中国を見る世界の目が変わったのに気づいていないのです。
日本は弱い中国との付き合いには慣れていますが、強い中国との付き合いは慣れていない。反対
に中国は被害者として世界や日本を見ることには慣れていますが、大国として世界を見る、発言す
るということに慣れていない。日中関係が２０年間よくならないというのは、互いに目線を調整し、
すり合わせる期間が必要だということです。それだけのときがたてば、日中間に新しい枠組みがで
き、あたらしい関係が築かれるだろうと思います。
問題の現状
温家宝首相が訪日する前に、メディアから意見を求められ、私は「日本と中国は互いに学びあわ
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なければならない」と言いました。それは香港の新聞だったのですが、後に訪日した温家宝首相も
「中国は世界の国々に謙虚に学ばなければならない」とおっしゃったのです。その後中国の報道を
見て、私はびっくりしました。上記の部分だけまるきり抜けているのです。今の中国国民にこのよ
うな提案をすることはそんなに厳しいものなのかと、私はある種ショックを覚えました。
またフィリピンの経団連とされるフィリピン商工会議所の定期大会で講演したときのことです
が、日本の代表として訪れた私が中国語でスピーチしたものですから、珍しいと地元の中国語のメ
ディアが取材に来ました。その若いインタビュアーは、バブル経済崩壊後の日本のどこに学ぶべき
ものがあるのですか、と聞くのです。それで私はたとえばエコを例にして説明しました。それから
礼に適ったはさみの渡し方なども。それで彼女は納得したのですが、私は反対に驚いたのです。こ
こまで日本に学ぶということに対し抵抗があるのかと。反対に日本にも同じような問題があります。
ある地方の知事と日本の農業問題について論じていたときのことですが、ここまでの経済発展を遂
げた中国に日本が学ぶべきところはないのかと問いかけたのですが、答えは得られませんでした。
家電メーカーの海爾（ハイアール）に代表される顧客サービスも同じです。日本の製造会社は、２
４時間問合せを受け付けるというサービスはそこの製品には必要ないという。製品保障も５年分な
んて長い期間はつけないのです。その結果、中国の家電売り場で最前列に陳列されているのはハイ
アールであって日本の製品ではなくなりました。
お互いを知る
みなさんが中国に行ったら個人の家に行ってみるといいですよ。 お茶をしたり食事をしたりし
て、どんな暮らしをしているのか、実際の中国を自分の目で見てください。今の日本で報じられて
いる中国とは違うものが見えてくると思うのです。同様に、中国の国民も日本を実際に見るといい
のです。たとえば日本に来た中国のＯＬは、日本に惚れて帰っていきました。旅館の従業員が全員
頭を下げて見送ってくれた。それに感動してきっとまた来たいというのです。他にも、私のところ
には中国からのお客さんが多いのですが、最初は銀座などを見たりして、もう少ししたら中国は日
本に追いつけると言いますね。しかし帰るころになると、あと２０年かかっても今の日本に追いつ
けるかどうか自信がないと謙虚になります。日本滞在の間にいろいろ気付くことがあるようで、ご
みのない街、狭い隙間の道に植えられた一本の木、そういった細やかなところに感心したりするの
です。このように実際に交流しなければ垣間見えない、気付けないところがあるのではないでしょうか。
最近、日本国内において変化を感じたことがありました。ある書籍の帯に紹介を載せたのですが、
私の肩書きの前に「知日派」と書いてあったのです。以前はただ「ジャーナリスト」となっていた
のに。今の日本は、それだけでは拒否反応が起きるのです。昔の中国でも反中という言葉はありま
した。しかし今は石原慎太郎さんにだって使いません。今の日本は知日派や反日というレッテルを
使わなければ安心できない社会になっているのです。ＯＤＡの実績に対して中国に感謝を迫るよう
な一部の意見にも、日本社会の度量が狭くなっている傾向が見えます。利子を含めきちんと返済を
履行している中国は、もはや援助に依存する国ではなく、日本にとって大切な投資パートナーであ
るはずです。そうした実態を知らないままとにかく日本の存在感を確認したがる人が増えています。
さりげないほうが日本の伝統的美徳にかなうと思うのですが。
まとまりのない話で恐縮です。みなさん、ご静聴ありがとうございました。
